
第 63回

― 産 業 化 ・ 高 度 化 ・ 大 衆 化 を め ぐ っ て ー

2019年12月21日（土）

日 時

13：00-17：00

第１部 プロジェクト研究報告

会 場

早稲田大学早稲田キャンパス
1 1号館7階7 1 0教室

（東京都新宿区西早稲田1-6-1東京メトロ東西線早稲田駅徒歩5分）

お問い合わせ

or 029-853-6363（日本体育・スポーツ経営学会事務局）

asakura@aoni.waseda.jp (朝倉雅史：早稲田大学）

日本体育スポーツ経営学会 研究集会（研究プロジェクト報告）

大学スポーツの
実態と課題

近年の大学スポーツをめぐる話題は、学生アスリートを取り巻く諸問題の解決とスポーツの成長産業化を担
う「UNIVAS」（一般社団法人大学スポーツ協会）に集中している。そして、学生の学業充実と安全、大学ス
ポーツのプロフィットセンター化を目指すマーケティング事業が目下進行中である。だが、世間の耳目を集め
る一連の改革は、体育会運動部に所属する学生に主眼を置いており、産業化を担うスポーツ事業もチャンピオ
ンシップ・スポーツあるいはスポーツの高度化に向かっている。ともすれば大学スポーツという言葉自体が、
産業化と高度化を指向する学生スポーツとして、一般概念化しているかのようである。
いうまでもなく各大学には、体育会に所属しない学生も在籍し、いわゆるスポーツ系サークルに所属する学

生も多い。特定の団体に所属せずとも、大学でスポーツに関わる機会は全ての学生に開かれるべきである。成
人期をまたぐと急降下する国民のスポーツ実施率を引き合いに出すまでもなく、それらは大学スポーツの範疇
で検討されるべき重要な問題である。その意味で今般の改革は、個別大学に重要な経営判断を迫っている。も
し、各大学が産業化と高度化に突き進むならば、スポーツ施設をはじめとする経営資源は学生アスリートと体
育会運動部に集中し、一般学生のスポーツ環境が貧困化しかねない。ひいては、学生のスポーツライフに格差
を生じさせることも免れない。むしろ、これまで競技会をマネジメントし実質的に高度化を担ってきた学生競
技団体と、全ての学生に教育・研究・文化的活動の機会を保証すべき大学を、横断的に統轄しようとする構想
自体にも、競技と教育、高度化と大衆化の相克が内在している。このような状況は、日本のスポーツ環境に底
流する基本的問題であると同時に、多くの研究者が共有すべき研究対象でもある。
しかし、大学スポーツが抱える矛盾を調和的に発展させる道筋はおろか、そのための学術的知見は限られて

いる。もとより、体育・スポーツ経営学において、大学スポーツの経営論が深められてきたとは言い難く、こ
のこと自体を批判的に省みる必要がある。そこで本学会では、2017年度から「大学スポーツのマネジメント」
研究プロジェクトを設置し、上述の問題意識のもと、一般の大学生を中心とする「大学生のスポーツライフ」、
高度化を担ってきた「学生競技団体・種目別組織」、そして学生全体を対象としたスポーツ事業を担う「大学
のマネジメント体制」を対象とする３つのサブグループで検討を進めてきた。本研究集会では、それぞれのグ
ループによるこれまでの議論および調査報告から、大学スポーツをめぐって交錯する各アクターの実態を把握
し、大衆化と高度化、教育と競技の接点と論点を導出することを目指す。現下の改革動向はもちろん、大学ス
ポーツをめぐる実態と本質的な研究課題について参加者による議論を深めたい。

大学生のスポーツライフに関する調査報告

学生競技団の活動実態に関する調査報告

大学管理体制に関する調査報告

柴田 紘希（筑波大学大学院）

朝倉 雅史（早稲田大学）

天野 和彦（東北学院大学）

第２部 グループ・ディスカッション
各調査報告についてグループ・ディスカッションを行

い、最後に全体でディスカッションします。

詳細・参加申込方法は裏面をご覧ください



【開催概要】

□期日：2019年12月21日（土）

□時間：13時00分～17時00分

□会場：早稲田大学早稲田キャンパス11号館7階710教室（120名）

（同 11号館8階803教室（40名）、804教室（40名））

□参加費：無料

【会場案内】

早稲田大学早稲田キャンパス

11号館7階710教室

東京都新宿区西早稲田1-6-1東京

メトロ東西線早稲田駅

徒歩5分（右図参照）

【参加申し込み方法】

※準備の都合上、事前に参加申し込みをお願いいたします。
（当日の参加申し込みも受け付けます）

□右のQRコードにアクセスし、参加申込フォームに必要事項
をご記入、ご登録ください。
□または、下記メールアドレスまで、①氏名 ②所属③連絡先
メールアドレス④電話番号 ⑤住所をお知らせください。
早稲田大学 朝倉雅史 asakura@aoni.waseda.jp

【スケジュール】

12:30～ 受付開始

13:00～13:05 開会挨拶 木村 和彦（日本体育・スポーツ経営学会会長・早稲田大学）

13:05～14:35 プロジェクト研究調査報告（各報告についての質疑を含む）

■プロジェクトの趣旨：研究の背景、目的、課題、方法（10分）

川崎 登志喜（研究プロジェクトリーダー・玉川大学）

■大学生のスポーツライフに関する研究報告 柴田 紘希（筑波大学大学院）

■学生競技団体の活動実態に関する研究報告 朝倉 雅史（早稲田大学）

■大学管理体制に関する研究報告 天野 和彦（東北学院大学）

14:35～14:50 休憩・移動（教室：710 / 803 / 804）

14:50～15:50 各調査報告グループに分かれてディスカッション

16:00～16:50 全体討論

16:50～ 閉会挨拶 作野 誠一（日本体育・スポーツ経営学会理事長・早稲田大学）

※報告者は変更する場合があります


